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梅
は
、
今
年
の
生
産
目
標
を
一

千
ｔ
と
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
施

設
の
有
効
活
用
並
び
に
関
係
機
関

団
体
と
連
携
を
図
り
栽
培
管
理
の

徹
底
、
作
業
の
効
率
化
、
自
家
漬

け
込
み
農
家
の
育
成
支
援
、
離
農

者
梅
園
等
の
活
用
集
積
を
推
進
し

ま
す
。
ま
た
梅
振
興
会
を
中
心
に

エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
の
育
成
、
エ
コ

農
産
物
の
取
り
組
み
、
ミ
ネ
ラ
ル

宣
言
等
に
よ
る
梅
の
差
別
化
に
努

め
、
特
色
あ
る
産
地
作
り
を
進
め

ま
す
。

　

環
境
保
全
型
農
業
の
推
進
に
つ

き
ま
し
て
は
、
B
S
E
問
題
や
食

品
の
偽
装
表
示
問
題
、
無
登
録
農

薬
問
題
等
に
よ
り
安
心
安
全
な
農

産
物
へ
の
ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ
て
い

ま
す
。「
い
つ
、
ど
こ
で
、
ど
の

よ
う
に
生
産
、
出
荷
さ
れ
た
か
」

等
の
情
報
を
消
費
者
が
詳
細
、

 
迅  
速 
、
簡
便
に
入
手
で
き
る
ト

じ
ん 
そ
く

レ
ー
サ
ー
ビ
リ
テ
ィ
シ
ス
テ
ム
の

構
築
を
関
係
機
関
団
体
と
連
携
し

て
推
進
し
ま
す
。
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「
安
心
・
安
全
な
食
肉
」
の
需

要
の
増
加
で
畜
産
物
価
格
は
高
値

で
推
移
し
て
い
ま
す
。
本
年
度
は

日
本
一
の
生
産
素
牛
の
産
地
を
維

持
す
る
た
め
、
町
畜
産
経
営
確
立

対
策
事
業
を
活
用
し
、
優
秀
雌
牛

の
保
留
に
よ
る
経
営
規
模
の
拡
大

を
積
極
的
に
進
め
ま
す
。

　

畜
産
環
境
の
対
策
は
、
家
畜
排

せ
つ
物
の
管
理
の
適
正
化
及
び
利

用
の
促
進
に
関
す
る
法
律
が
本
年

　

月
１
日
よ
り
施
行
さ
れ
る
こ
と

１１を
考
慮
し
、
町
畜
産
環
境
整
備
事

業
、
畜
産
環
境
整
備
リ
ー
ス
事
業

等
各
種
事
業
に
取
り
組
み
環
境
整

備
を
進
め
ま
す
。
ま
た
近
年
家
畜

の
伝
染
病
が
多
種
発
生
し
て
お
り
、

家
畜
防
疫
の
対
策
は
自
衛
防
疫
を

中
心
に
、
各
種
家
畜
防
疫
事
業
を

積
極
的
に
取
り
組
み
病
気
侵
入
の

防
止
に
努
め
ま
す
。
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農
業
農
村
整
備
は
、
県
営
事
業

の
農
道
整
備
事
業
（
農
免
農
道
永
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本
町
発
展
の
鍵
は
基
幹
産
業
の

農
林
業
が
活
性
化
す
る
こ
と
だ
と

考
え
て
い
ま
す
。
米
政
策
は
、
平

成　

年
度
Ｊ
Ａ
さ
つ
ま
管
内
４
カ

１５
町
で
統
一
ビ
ジ
ョ
ン
の
検
討
を
重

ね
た
結
果
、
国
・
県
の
交
付
金
が

縮
小
・
減
少
す
る
中
、
有
効
に
農

家
の
方
々
に
還
元
す
る
た
め
に
は

今
後
は
特
に
土
地
の
集
積
や
集
落

営
農
し
か
な
い
の
で
は
と
考
え
て

お
り
、
個
々
の
農
家
の
理
解
を
求

め
な
が
ら
推
進
を
図
り
ま
す
。

　

現
在
本
町
に
は　

名
の
認
定
農

４１

業
者
が
お
り
、
本
年
度
も
新
た
に

４
〜
５
名
の
認
定
を
し
、
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
（
平
成　

年
度
）
の

１６

目
標　

名
を
達
成
し
た
い
と
考
え

４５

て
い
ま
す
。
併
せ
て
個
別
の
改
善

目
標
に
基
づ
き
、
経
営
規
模
の
拡

大
や
制
度
資
金
の
活
用
を
積
極
的

に
支
援
し
ま
す
。

　

新
規
就
農
者
支
援
は
、
平
成　
１２

年
度
以
降　

名
の
新
規
就
農
者
が

１４

あ
り
多
種
の
営
農
体
系
と
な
っ
て

い
ま
す
が
、
就
農
計
画
を
達
成
し

認
定
農
業
者
と
し
て
認
定
さ
れ
た

方
も
３
名
い
ま
す
。
今
後
と
も
町

技
連
会
が
中
心
と
な
り
地
域
を

担
っ
て
い
く
農
業
者
と
し
て
の
自

立
支
援
を
進
め
ま
す
。

　

村
づ
く
り
支
援
は
、
村
づ
く
り

構
築
支
援
事
業
の
積
極
的
な
活
用

を
推
進
し
、
集
落
営
農
の
取
り
組

み
に
波
及
す
る
こ
と
を
期
待
し
て

い
ま
す
。
中
山
間
地
域
等
直
接
支

払
制
度
は
、
本
年
度
見
直
し
が
予

定
さ
れ
て
い
ま
す
。
各
耕
作
放
棄

地
の
発
生
や
共
同
活
動
の
未
実
施

が
無
く
、
制
度
の
継
続
が
切
望
さ

れ
る
事
業
で
す
。
今
後
、
担
い
手

や
認
定
農
業
者
へ
の
土
地
利
用
集

積
へ
の
移
行
を
視
野
に
入
れ
、
共

同
活
動
の
継
続
を
進
め
ま
す
。

　

近
年
、
有
機
野
菜
や
安
全
な
地

域
農
産
物
を
使
っ
た
学
校
給
食
へ

の
関
心
が
高
ま
り
、
住
民
に
健
康

で
豊
か
な
食
生
活
の
普
及
・
定
着

を
図
る
た
め
食
育
実
践
地
域
活
動

支
援
事
業
を
実
施
し
、
子
ど
も
た

ち
へ
食
の
重
要
性
や
地
域
農
業
へ

の
理
解
促
進
を
図
り
ま
す
。

　

園
芸
は
、
イ
チ
ゴ
、
ト
マ
ト
を

中
心
と
し
て
生
産
組
織
の
育
成
や

技
術
指
導
等
に
重
点
を
置
き
品
質

の
向
上
と
生
産
の
安
定
に
努
め
ま

す
。
ま
た
、
か
ぼ
ち
ゃ
、
さ
と
い

も
等
の
重
点
作
物
に
つ
い
て
も
町

単
独
の
園
芸
作
物
振
興
対
策
助
成

事
業
を
活
用
、
推
進
し
農
家
の
経

営
安
定
を
図
り
ま
す
。

野
西
部
２
期
地
区
・
過
疎
基
幹
農

道
中
津
川
南
地
区
）
を
中
心
に
町

内
の
基
幹
農
道
の
整
備
に
努
め
、

県
単
独
事
業
（
団
体
営
事
業
）
と

し
て
ア
ザ
ノ
地
区
の
農
道
整
備
に

着
工
し
、
茶
園
の
団
地
化
と
土
地

の
利
用
促
進
を
図
り
ま
す
。
ま
た

中
山
間
地
域
総
合
整
備
事
業
が
平

成　

年
度
新
規
採
択
の
予
定
で
、

１６
内
容
は
農
業
生
産
基
盤
、
生
活
環

境
基
盤
、
生
態
系
保
全
の
３
工
種

の
総
合
整
備
で
す
。
本
年
度
は
初

年
度
で
あ
り
圃
場
整
備
地
区
と
一

部
の
集
落
道
路
で
測
量
設
計
業
務

が
お
こ
な
わ
れ
る
見
込
み
で
す
。
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今
年
か
ら
操
業
を
開
始
し
ま
し

た
、
北
さ
つ
ま
協
同
組
合
に
よ
る

間
伐
材
の
需
要
も
見
込
ま
れ
る
の

で
は
と
期
待
し
て
い
ま
す
。
一
方

森
林
は
自
然
、
環
境
、
保
全
な
ど

公
益
的
機
能
に
も
大
き
な
役
割
を

果
し
て
い
る
と
い
う
共
通
理
解
も

必
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

平
成　

年
度
か
ら
森
林
整
備
地

１４

域
活
動
支
援
事
業
に
取
り
組
み
、

平
成　

年
度
ま
で
に
７
５
０　

の

１５

ha

施
業
計
画
を
実
施
し
ま
し
た
。
本

年
度
は
更
に
１
０
０　

を
計
画
し

ha

総
施
業
計
画
８
５
０　

を
完
了
し

ha


